
 
 
 
 

平成２６年３月３０日(日) 

国土交通省関東地方整備局 

港湾空港部 

 

沖ノ鳥島工事現場で死亡事故が発生しました（第２報）      

記者発表資料 

※発表概要を記載 

 

 

 

 

川崎港東扇島地区の東京湾臨海部基幹的広域防災拠点（東扇島地区）は、首都直下地震が発生した際に 

 

 

 

 

 

 

 

 

   なお、次のとおり記者会見を行います 

 

１．日時 平成２６年３月３０日、１５時００分～ 

  ２．場所 横浜第２合同庁舎 １４階 関東地方整備局１４１会議室 

       横浜市中区北仲通５－５７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表記者クラブ 

 

 

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、横浜海事記者クラブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先   

所属 国土交通省 関東地方整備局 

港湾空港部 事業継続計画官 

氏名 本間 定吉（ほんま さだきち） 

電話：０４５－２１１－７４２２ 

FAX ：０４５－２１１－０２０４ 

 

 

   本日、７時３０分頃、沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事の建設現場で、中央桟橋を台船から引き出

す作業中、中央桟橋が転倒、裏返しとなり、死亡事故が発生しました。 

現在、事故原因は調査中、行方不明者の捜索に全力を尽くしているところ。 

  （３月３０日午前９時、当局に事故対策本部を設置済み。） 

 

工事名  沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事 

請負者  五洋・新日鉄住金エンジ・東亜特定建設工事共同企業体 

工 期   平成２５年８月２１日～平成２６年９月３０日   

工事概要  別紙のとおり 

 

中央桟橋上に乗っていた人数は１６名、うち死亡者５名、行方不明者２名、生存者９名。 

  



 

別紙 

 

１．工事概要 
（１） 工事名 ：沖ノ鳥島港湾係留施設築造他工事 
（２） 工事場所 ：東京都小笠原村沖ノ鳥島地先 
（３） 工期 ：自 平成 25 年 8 月 21 日 

 至 平成 26 年 9 月 30 日 
（４）工事概要 ：本工事は、沖ノ鳥島港湾係留施設の準備工、本体工、付属工、及び仮設工を施工するもの

です。 
（５）発注者 ：国土交通省 関東地方整備局 
（６）受注者 ：五洋・新日鉄住金エンジ・東亜特定建設工事共同企業体 
 
工事内容 
中央桟橋製作  1 基 （L=30.0m×B:20.0m×H:5.0m） ※事故発生 
北側桟橋  1 基 （L=30.0m×B:33.5m×H:4.2m） 
 
本日の工事内容（予定時刻） 

セップ台船 （L=30.0m×B:20.0m×H:5.0m）を現地据え付け予定 
 2:30～6:50 二次注水開始 
    6:50～7:05 係留施設進水 
 7:05～9:30 係留施設曳航・移動 
 
 7:30 頃セップ台船が転倒し転覆 
 
 当日の海象条件（午前５時頃の現地観測） 

 天候 晴れ 波高 0.8m 東南東の風 5.0m/s 


